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M-Gセット（または同期調相機）、GFMインバータ、系統安定化機能付きGFLインバータを組
み合わせて連系した系統で、系統事故時に適切な動作を行うことを検証する。

【最終目標】（2026年度末）

再エネと蓄電池を伴うM-Gセットを開発し、GFMインバータ、系統安定化機能付きGFLイン
バータや同期調相機等とともに基幹系統等での連系運転及び系統事故時に適切な動作を行
うことを検証する。

【中間目標】（2024年度末）

研究開発項目２における開発目標









実施内容
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各種系統安定化対策の実験環境構築 （電力中央研究所）
・アナログ電力系統シミュレータに、供試機として系統安定化機能付GFLインバータ
（以降、S-GFLインバータ）、GFMインバータを各１台導入

各種系統安定化対策の実験的検証 （電力中央研究所）
・系統事故時を模擬した実験的検証により系統安定性維持の観点から比較評価し、
導入時の留意点や得失を整理

各種系統安定化対策の電力系統への導入に関わる解析的検討
（東京科学大学）

・蓄電池を伴う設備はコスト増となるため、GFMの高い制御性を活用した蓄電池を
有しない新たな制御方策として、再エネ連系のGFMインバータについて蓄電池が
ない構成を考慮

各種系統安定化対策に関する海外調査（電力中央研究所）
・諸外国の動向として、特に基幹系統の安定性の課題・諸制度や取り組み状況、
研究開発の状況等について調査を実施

◆本事業での主な実施項目と内容
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◆GFMインバータの過電流時等の応動

✓ 供試機として導入した各インバータの評価を継続実施。系統事故時にお
けるGFMインバータで課題となる過電流抑制に際し、自らの安定運転を
継続しつつ系統安定性に寄与できるか

✓ M-Gセットをはじめとする各系統安定化対策機器を組み合わせて連系し
た系統で、系統事故時に適切な動作が可能かどうか など

◆基幹系統への各種安定化対策機器適用時の得失整理

✓ 下記の観点において、M-Gセットや同期調相機、GFMインバータ、S-
GFLインバータなどの各種安定化対策機器にどのような相違があるか

①同期安定性 ②事故時の電圧維持能力 ③周波数安定性

④安定化対策機器に求められる事故時の運転継続性

⑤低短絡容量条件下での制御安定性 など

◆GFM型風力発電システムの系統安定化効果の整理

✓ 風力発電をGFM化することにより、GFM型蓄電池の代替効果は得られる
か。平常時の風力発電の運転条件の違いは安定化効果に違いを生むか

検討中の課題



まとめ
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研究開発項目2（M-Gセットの実用化開発）の取り組み

◆M-Gセットの技術的成立性を実証機を用いてアナログ電力系
統シミュレータにて検証

◆アナログ電力系統シミュレータに導入したGFMインバータに
ついて、FRT試験および系統事故試験を実施、応答を確認

◆蓄電池を有しないType4風力発電に適用可能なGFMインバー
タの制御手法（再エネ用GFM）を開発し、シミュレーション
によって慣性応答および有効電力指令値への追従を確認

◆再エネ導入が進む諸外国において、系統安定性維持の新たな
課題となっている系統強度（System Strength）への制度・
運用上の対応や費用回収等について調査
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